
ハイブリッドセル

NETIS：HK-090008-VE

擁壁工指針P108では、地震時に限り”すべり面C”を有効としているが、Cの具体的な値を示していない。

右城　工学博士著「続・擁壁の設計法と計算例」P68-P69では、重力式擁壁等の構造系（ハイブロックも含む）では下記の

通り c=H (kN/m2)の粘着力を有効としてよいとしている。

地震時　すべり面C　の値
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ハイブリッドセル

　（補強土）ハイウォール擁壁の照査に当たっても、表　2.7　盛土部擁壁の土圧計算用土質定数　を参考とる。

　しかし、地震時すべり面C=1.0H（kN/m2)　とすると、8.0ｍ以上でも常時での照査で良しとなり、地震時検討の意味がない。

　表2.7　の粘着力ｃ　は最大値と考え、且つ、8.0ｍで擁壁断面が不連続 とならないｃ値を採用することとした。

実際の安定計算では、

1) 与えられた条件で、H=8.0m　常時　での安全率≒1.50（未満は排除）　のハイウォールの組合せを求める

2) 同じハイウォール組合せ（擁壁）で、地震時の条件を加える

3) 2）の計算時に　c=α・H（ｋN/m2)　のαを試行的に変化させて、安全率≒1.20とする

4) 3）のαから有効ｃを求める

　この方法で決めたc=α・H（kN/m2)では　H=8.0m以上では地震時土圧が常時土圧を上回る。

補強土ハイウォール全体

BL部ハイウォール最下段部）

安定計算 安全率 安定計算 安全率 判定

滑動 1.53 1.50 OK 滑動 安全率 4.26 1.50 OK

転倒 2.26 1.50 OK

安定計算 安全率 安定計算 安全率 判定

滑動 1.22 1.20 OK 滑動 安全率 3.35 1.20 OK

転倒 1.78 1.20 OK

常時安全率＝1.53　　地震時安全率＝1.22　の結果は　c=0.5・H＝4.00　kN/m2　の場合となった。
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安全率

設計水平震度の標準値κh0= レベル1　Ⅰ種

補正係数CZ=

設計水平震度κh= 小数点以下2けたに丸める

安全率

最大主働土圧角 地震時
判定

ω=46° 地震時

最大主働土圧角 常時
判定

ω=49° 常時
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